
長 兼 システム管理グ
ループリーダーの茂木
一也氏は、その具体
的な課題について次
のように説明します。
「個別に業務システム
を構築していくと、どう
しても無駄な投資が
発生してしまいます。
また、このままサーバー台数が増え続ければ、運用
管理の手間もコストも膨らむ一方です。データセン
ターの電源容量の枯渇も懸念されており、根本的
な解決策が必要なのは明らかでした」。
そこで着目したのが仮想化テクノロジーです。「今こ
そ必要なのは、変化を捉えて先手を打てる仕組み。
仮想化市場のピークと噂される2012年まで待って
いては、それまでの先行投資分が無駄になってしま
う。早くやればやるほどコストメリットが大きくなり、技
術やノウハウも蓄積できます」と三澤氏。IT投資を
最適化し、企業全体でシステムの柔軟性を高めて
いくためにも、早い段階で仮想化による統合プラッ
トフォームの実現に狙いを定めたのです。今後は、こ
こに顧客向け業務および社内向け業務を集約し、
個別最適からの脱却を図ろうという考えです。

仮想化環境における堅牢性を重視し
迷わずIBM Power Systemsの採用を決定
2008年12月、仮想化をキーにハードウェアの選定
を開始した同社は、IBMのセミナーを通じて仮想化
テクノロジーの成熟度を実感。その後他社比較を
行う中でIBM Power Systemsを高く評価したのは、
次の理由からです。
「これまでの経験からIBM製品に対する絶対的な
安心感があったことも事実ですが、IBMはハード
ウェア・アーキテクチャーに近いところで仮想化を考
えている点でも信頼性が高い。物理レイヤーのレベ

成長、進化し続ける強い意思のもとに
高品質な総合的人材サービスを展開
1953年に設立されたKDD国際電話センターを原点
に、KDDIグループの一員としてコールセンターサー
ビスを全国展開する株式会社KDDIエボルバ。 

豊富なノウハウに基づくコールセンター運営を成長
力の源泉としつつ、人材派遣業、特定信書便事
業、通訳・翻訳業、保険代理店業、旅行代理店業な
ど、人を“財”とする高品質な総合的人材サービスを
提供しています。
「成長、進化し続ける強い意思」を表わす
「EVOLUTION」と「付加価値の高いサービス提
供」を目指す「VALUE」を組み合わせた社名のとお
り、同社の成長を支えてきたものは、変化をいとわ
ず挑戦を続ける姿勢です。多様化する市場ニーズ
を捉え、他の追随を許さない価値をいち早く提供
していくためにも、さまざまなビジネス・アイデアを迅
速に具現化する、よりダイナミックなインフラストラク
チャーが必要となっていました。
そこで同社は、ビジネスのアジリティ（俊敏性）を
飛躍的に高めるプラットフォームとしてIBM Power 

Systemsを導入。優位性に優れたテクノロジーの
数 を々フル活用しながら、時代の先を見据えた新た
な価値の創造に挑んでいます。

ビジネス・スピードの確保に向け
仮想化テクノロジーによる解決策に着目
「当社では、急な新規業務の開発ニーズが頻繁に
発生します。その都度一からシステムを構築してい
ては、リードタイムが長くなり、ビジネス・スピードを確
保できません。これからのKDDIエボルバを考えて
も、早い段階で手を打ちたいと考えていました」と
切り出したのは、同社情報システム本部長の三澤洋
氏です。
実際、現場の担当者の間でも危機感が高まってい
ました。同社情報システム本部 システム第3部 副部

Smarter Systems for a Smarter Planet™

IBM Power Systems™お客様導入事例

株式会社KDDIエボルバ http://www.k-evolva.com/

変化を捉えた付加価値の高いサービスの提供を目指し、
先進の仮想化機能を搭載したIBM Power Systemsを採用

適用業務

ハードウェア

顧客向けおよび社内向け業務システム

IBM Power™ 570

IBM Power™ 520

ソフトウェア

Red Hat Enterprise Linux

IBM PowerVM™ Virtualization

IBM PowerHA™ SystemMirror for 
AIX

株式会社KDDIエボルバ
情報システム本部長
三澤 洋 氏



ルで論理区画（LPAR）を設定できるのはIBM製品
だけです。この点がなぜ重要かというと、あらゆる業
務を同一プラットフォーム上で動かす場合に、セキュリ
ティーが担保されるということです。もちろん、コストパ
フォーマンスの面でも十分な期待がありましたし、提
案内容の充実度や質問への的確かつ迅速な対応
も決め手になりました。人としての真摯な対応は、そ
の後のやりとりでも共通していましたね」（三澤氏）。
こうして今後のビジネス基盤となる統合プラット
フォームに、POWERプロセッサー搭載のIBM Power 

Systemsの採用が決定。IBM Power Systemsは、IBM 

AIX®、IBM i、Linux®を自由に選択できるだけでな
く、それらを同一のハードウェア上で利用できるのが
大きな特徴です。同社のようなLinuxベースのシステ
ム環境にはx86系サーバーを選択するケースが多
い中、迷わずIBM Power Systems を選択したのは、
Powerアーキテクチャーが提供する先進の仮想化機
能「PowerVM」と、仮想化環境における堅牢性への
期待に他なりません。耐障害性に優れた信頼性の
高いハードウェアでリソースを効率的に利用できれ
ば、最適なコストバランスを実現しつつ、Linuxの価
値を最大限に引き出せると考えたのです。

先進的な仮想化機能をフル活用して
信頼性に優れた変化に強い仕組みを実現
実際のシステム構築は日本情報通信株式会社が担
当し、2009年12月には第一弾となる業務がサービス
イン。完成したシステムは、アプリケーション・サーバー
とデータベース・サーバーにIBM Power 570を各2台、
ステージング・サーバーとバックアップ・サーバーに
IBM Power 520を各1台で構成。2台のデータベース・
サーバーは、実績あるクラスター・ソリューションIBM 

PowerHA SystemMirror 

for AIX（HACMP）を使っ
てHAクラスタ構成を組
み、可用性を高めていま
す。また、CPUの処理能
力を0.01単位（最小0.1以
上）でLPARに割り当てる
ことができるマイクロパー
ティショニングをはじめ、
仮想I/O機能を提供する
バーチャルI /Oサーバー

（VIOS）、x86 Linuxアプリケーションの実行をサポー
トするPowerVM Lx86など、IBM Power Systemsの機
能をフル活用している点も見逃せません。
サービスイン後はシステム担当者も驚くほどの安定
感を発揮しており、「まったくの新規業務が動いてい
るとは思えないほど何の問題もなく、4,000ユーザー
が本当に使っているのか不安になるほど。パフォー
マンスはもちろん、改めて信頼性の高さを実感して
います。POWERプロセッサーの高い省電力機能の
おかげでエネルギーコストの削減も期待できます」と
茂木氏。三澤氏も、「急激な処理量の増加にも、サー
バーを買い直すことなく迅速に対応できます。とにか
く変化に強いのでリードタイムが短い。環境構築を
一からやり直す場合とでは、数ヵ月単位で違ってくる
でしょう。単純にCPUやメモリーの増強なら1日で完
了します。詳細な費用分析はこれからですが、確実
に費用対効果が見込めます」と強調します。
さらにIBM Power Systemsは、テスト効率の向上にも
大きく貢献しました。
「ある業務でCPUネックが明らかになったとき、他の
業務に割り当てた区画の一部を0.1単位で動かし、
瞬時にCPU能力を増強することができます。負荷試
験などでは、先にCPUネックを取り除くことで、クリー
ンな状態で性能検証が行えるわけです。何より必要
な環境をすぐに用意できるのは大きなメリットです
し、いざとなれば開発機を本番機として使えるのも
強み。ちなみに開発機はIBM Power 520 1台を8区
画に切り、AIXとLinux の混在環境で利用していま

すが、実に安定していますよ」（三澤氏）。

ダイナミックな開発環境を手にして
次 と々新たな将来構想の具現化に着手
同社では、引き続き第二弾となるシステム開発が進
行中です。「我 の々やりたいことが先にあり、そこにダ
イナミックにシステムを合わせていける。この柔軟性
が最大の魅力」と茂木氏。さらに「開発中のシステム
はFlashでユーザー・インターフェースを作っているの
ですが、0.3CPUでもストレスを感じません。POWER

プロセッサーのパワーで快適な利用環境を実現で
きそうです」と語るとおり、システム担当者とユーザー
の双方にとって価値あるプラットフォームが完成しつ
つあります。
早くも同社の視線の先には、次 と々新たな将来構
想が見え始めています。「今後さらに大規模な計画
が動き出すと、最新のPOWER7™搭載サーバーを
検討する機会もあるかもしれません。その場合も、
PowerVMが提供するLive Partition Mobility（LPM）
機能を使って筺体間移行が行えるため、業務によっ
てはPOWER6®環境をそのまま使い続けるという選
択が可能です」（三澤氏）。
「Challenge to Change」のスローガンを掲げ、変化
に挑戦し続けるKDDIエボルバ。効率的な業務運
営、高品質なサービスの提供にとどまらず、常にお
客様にとってユニークな存在であろうとする同社を、
IBM Power Systemsがダイナミックに支えようとして
います。
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システムの概要
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• 本番系サーバーはHAクラスタ構成を組み、
 可用性を向上

信頼性の高い仮想化機能 PowerVM
• AIX、Linuxを同一筐体で稼働させ効率利用
• CPU能力を0.01単位でLPAR割り当て

Power 570 Power 570


